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だるまおくり                    副校長  石塚 直実    

 啓蟄
けいちつ

を控
ひか

え、本格
ほんかく

的
てき

な春
はる

の訪
おとず

れ
 

が待
ま

たれる頃
ころ

となりました。沈丁花
じんちょうげ

がもうすぐ、芳
かんば

しい香
かお

りを漂
ただよ

わせることでしょう。そして、３月
がつ

１９日
にち

には７５名
めい

の卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

が本
ほん

校
こう

を巣
す

立
だ

っていき

ます。下
か

級
きゅう

生
せい

をあれほど可
かわい

愛がった６年
ねん

生
せい

。きっと素
す

晴
ば

らしい卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

になることでしょう。 

 さて、 私
わたし

は「金
かね

子
こ

みすゞ」が大
だい

好
す

きです。その中
なか

で、一番
いちばん

心
こころ

に残
のこ

る詩
し

を紹
しょう

介
かい

しましょう。 

だるまおくり                                     

白勝った、白勝った。       左
ひだり

の詩
し

は、わたしが３年
ねん

生
せい

の担任
たんにん

をした時に、金
かね

子
こ

みすゞ 

そろって手をあげ       の世
せ

界
かい

に子
こ

どもたちを誘
いざな

いたくて、探
さが

し当
あ

てた詩
し

です。その時
とき

     

「ばんざあい」        の子
こ

どもたちの感
かん

想
そう

文
ぶん

で、詩
し

の中
なか

の「先
せん

生
せい

」に次
つぎ

のように書
か

い 

赤組のほうを見て「ばんざあい」ている子がいました。 

だまってる赤組よ、       「先生
せんせい

はなぜ、も一
ひと

つと言
い

ったのですか。ばんざあいをみん 

秋のお昼の日の光り、     なでしたのだから、もういいじゃないですか。ころがっている   

土によごれて、ころがって、  赤
あか

いだるま。赤
あか

組
ぐみ

だって一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

やったと思
おも

います。 

赤いだるまがてられてる。   すこし小
こ

声
ごえ

になった白
しろ

組
ぐみ

。わかるような気
き

がします。」 

も一つと            日
にほ

本
ん

の社
しゃ

会
かい

が、弱
じゃく

肉
にく

強
きょう

食
しょく

の価
か

値
ち

観
かん

に覆
おお

われつつある昨
さっ

今
こん

。 

先生がいうので        金
かね

子
こ

みすゞの「他
たしゃ

者に対
たい

するやさしいまなざし」をもう一
いち

度
ど

取
とり

 

「ばんざあい。」        戻
もど

し、大
たい

切
せつ

にしたいものです。 

すこし小声になりました。        先日
せんじつ

、家
いえ

に帰
かえ

るとテーブルの上
うえ

に手
て

紙
がみ

がありました。もう寝
ね

 

               ついた子
こ

どもたちからの手
て

紙
がみ

でした。その優
やさ

しい言
こと

葉
ば

に心
こころ

が    

「『金子みすゞ童謡集』     ゆれました。幸
さいわ

いなことに「幼
おさな

きもの弱
よわ

きもの、はかなきも 

 わたしと小鳥とすずと」    のに対
たい

する優
やさ

しい眼
まな

差
ざ

し」に本
ほん

校
こう

は満
み

ち、支
ささ

えられ、守
まも

られ 

（ＪＵＬＡ出版局）より     ています。その眼差
まなざ

しは正
まさ

に日本
にほん

の希望
きぼう

の掛橋
かけはし

だと思
おも

います。 
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